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2. 最近のユニークな研究成果の例　（平成20年1月～3月に報道のあった研究成果などの中から紹介） 

生物系 

【研究の背景】 

人間活動の活発化によって温室効果ガスである

大気中の二酸化炭素（ＣＯ２）濃度は、近年増加の

一途をたどっており、そのことによって地球の平均気

温は急速かつ大幅に上昇すると予測されています。 

そうした中で、大気中のＣＯ２プールの保全を担

っている植物がどのようにＣＯ２や温度の変化を感

知し、適応しているのか、そのメカニズムを解明す

ることは、高ＣＯ２・温暖化時代の地球環境の精確

な予測や食糧生産を持続的に向上させる上で、緊

急かつ重要な研究課題です。 

 

【研究の成果】 

私たちは、植物におけるＣＯ２シグナルの感知と

情報伝達の分子メカニズムを解明するために、ＣＯ２

の濃度変化に依存した気孔開閉に着目し、それに

ともなう葉面温度の微小な変化を検出するための

サーマルイメージング法を開発しました（図１）。現在、

この技法を用いてＣＯ２濃度に依存した気孔開閉

応答に異常を示すシロイヌナズナ突然変異体の網

羅的スクリーニングを行っています。 

このスクリーニングによって見いだされた変異株 

ht1は、低いＣＯ２濃度を高いＣＯ２濃度に間違って

認識します。この変異の原因遺伝子は、気孔細胞

で特異的に発現するタンパク質キナーゼであり、植

物のＣＯ２濃度感知の中枢的シグナル伝達因子で

あることが分かってきました（Nature Cell Biology 

８, ３９１-３９７, ２００６）（図２）。 

一方、別の変異株slac1はＣＯ２応答を完全に消

失したものですが、その原因遺伝子は、気孔細胞

膜に局在する排出型陰イオンチャネルを構成するタ

ンパク質でした （Nature ４５２, ４８３-４８６, ２００８）

（図２）。このイオンチャネルは、長年その分子実体

が不明でしたが、乾燥や温度など外部環境から受

けるストレスへの適応に重要な役目をもっていると

考えられています。 

【今後の展望】 

今後、さらに、植物のＣＯ２シグナルの感知や伝達

に関する知見を蓄積させることにより、地球環境の

高ＣＯ２化にともなう森林植生の変化や農産物収

量の増減を的確に予測したり、実効性の高い環境・

農業政策を講じるための有力な判断基準を提供

することに役立つことが期待されます。 

【交付した科研費】 
平成１８年度 萌芽研究「サーマルイメージング法を用いた植物の二酸化炭素センサーとシグナル伝達因子の探索」 

地球環境保全に関わる「植物がＣＯ２を感知し、 
応答するメカニズム」を解明 
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図１ 植物のＣＯ２濃度変化にともなう気孔開閉と植物体温の関係（左）
とサーマルイメージングシステム（右） 

図２ 気孔細胞におけるＣＯ２シグナル伝達のモデル図 




